
令
和
五
年
を
振
り
返
っ
て

記
憶
を
記
録
に
…

一
月
二
十
三
日
、鳳
来
寺
小
四
年
生
九
名
、

五
年
生
十
一
名

田
越
し
＆
田
ん
ぼ
跳
び

(

校
外
学
習
の
一
環
と
し
て
の
稲
作
体
験

学
習
は
五
年
生
で
、
こ
の
日
の
田
ん
ぼ
跳

び
が
四
年
生
の
引
き
継
ぎ
で
も
あ
り
、
一

生
の
思
い
出
づ
く
り
で
も
あ
る)

。
二
十

八
日
、
外
来
生
物
「
ヌ
ー
ト
リ
ア
」
四
谷

地
内
合
戸
川
で
捕
獲
。
同
種
は
外
来
種
で

年
二
回
、
平
均
五
頭
を
産
む
。
九
月
に
古

宿
の
田
ん
ぼ
で
幼
獣
を
確
認(

写
真
あ

り)

。
二
月
十
四
日
、
農
林
水
産
省
「
つ
な

ぐ
棚
田
遺
産
」
未
来
へ
つ
な
ぐ
部
門
で
㈱

丸
八
製
菓
に
感
謝
状
贈
呈
。
同
社
か
ら
は

四
谷
の
千
枚
田
の
未
来
継
承
、
環
境
保
全

に
大
き
な
協
力(

千
枚
田
五
平
餅
と
し
て

古
米
の
買
い
上
げ
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
、

リ
ア
ル
案
山
子
、
千
枚
田
盛
り
上
げ
隊
な

ど)

を
得
て
い
る
。
二
十
三
日
、
愛
知
県
広

報
紙

愛
知
の
扉

改
訂
版(

英
語

中
国

日
本
語
版)

写
真
協
力
。
二
十
六
日
、
獣

害
対
策
侵
入
防
止
柵
設
置
。
三
月
七
日
、

千
枚
田

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

簡
易
版
更
新

六
千
部
。
十
三
日
、
コ
ロ
ナ
禍

マ
ス
ク
解

除(

個
人
の
判
断)

。
十
七
日
、
四
谷
の
千

枚
田
振
興
協
議
会
総
会

鳳
来
総
合
支
所
。

二
十
九
日
、「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
手
す
り
補

修(

ふ
る
さ
と
指
導
員
活
動
支
援)

。
四
月

五
日
、
㈱
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場

新
入
・
幹

部
社
員
研
修(

三
十
一
名)

。
十
四
日
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
Ｂ
Ｍ
Ｋ
が
行
く
」
放
送
。

二
十
六
日
、
保
存
会

書
面
総
会
。
五
月
一

日
、
鳳
来
寺
小

代
掻
き(

十
一
名)

。
六
日
、

愛
知
東
農
協
こ
ど
も
農
学
校

田
植
え

(

七
十
三
名)

。
八
日
、
鳳
来
寺
小

田
植
え
。

十
一
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

田

植
え(

二
十
一
名)

。
十
四
日
、
ヤ
マ
サ
ち

く
わ

田
植
え(

社
員
研
修)

。
十
八
日
、
朝

日
新
聞
「
千
枚
田

水
面
映
え
る
鞍
掛
山
」

掲
載
。
二
十
二
日
、
東
海
農
政
局
長
訪
問

老
巧
化
し
た
施
設
整
備(

農
道
な
ど)

の

要
望
。
六
月
一
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門

学
校

田
の
草
取
り
＆

梅
取
り
。
一
日
、

刈
谷
市
「
か
き
つ
ば
た
を
守
る
会
」(

三
十

四
名)

視
察
対
応
。
二
日
、
東
三
河
に
線
状

降
水
帯

観
測
史
上
最
高
。
三
日
、
お
田
植

感
謝
の
夕
べ
」
四
年
ぶ
り
に
開
催
。
八
日
、

市
内
八
名
小
野
外
学
習
指
導
。
十
三
日
、

朝
日
新
聞(

日
本
の
旅
辞
典)

写
真
資
料

提
供
。
十
六
日
、
鳳
来
寺
小
「
田
ん
ぼ
の

生
き
物
調
査
」。
七
月
五
日
、
名
古
屋
市
職

員
共
済
組
合
ニ
ュ
ー
ス
資
料
提
供
。
十
四

日
、
国
際
協
力
機
構(

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ)

の
現
地

研
修
会
「
ア
フ
リ
カ
地
域

稲
作
振
興
の

た
め
の
中
核
的
農
学
研
究
者
の
育
成
」
の

一
環
と
し
て
「
四
谷
の
千
枚
田
の
稲
作
」

と
題
し
て
南
ア
フ
リ
カ
諸
国
農
学
研
究

者
の
研
修
の
受
入
れ
。(

コ
ン
ゴ
、
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ザ
ン

ビ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
六
か
国
八
名
、
通

訳
と
も
計
十
名
。
十
六
日
、
リ
ア
ル
案
山

子
設
置(

設
楽
町
の
チ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
作

成
、
今
回
が
七
回
目)

。
十
八
日
、
エ
コ
ネ

ッ
ト
安
城

視
察
研
修(

十
八
名)

。
廿
日
、

梅
雨
明
け
。
二
十
七
日
、
デ
ジ
タ
ル
書
籍

「
日
本
棚
田
紀
行
」
時
事
通
信
社
刊
行
協

力
。
二
十
七
日
、
雹
混
じ
り
の
雷
雨

水
不

足
が
一
気
に
解
消
。
八
月
二
十
五
日
、
毎

日
新
聞
社
取
材
対
応
、
二
十
七
日
掲
載

(

動
画
も)

。
二
十
九
日
、「
マ
ツ
ケ
ン
散
歩
」

東
海
テ
レ
ビ
放
送
。
九
月
十
三
日
、(

株)

横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
「
地
域
貢
献
活
動
」

外
来
植
物
抜
根
駆
除
作
戦(

ア
メ
リ
カ
セ

ン
ダ
ン
ソ
ウ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

ほ
か)

継
続
事
業
。
十
五
日
、
鳳
来
寺
小
稲

刈
り
。
十
五
日
、「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」

発
行
二
十
年
、
二
百
四
十
号
達
成(

継
続

は
力
な
り
～
止
ま
ぬ
雨
は
な
い
～)

。
十

九
日
、「
施
設
整
備
に
つ
い
て
」
緑
ネ
ッ
ト
、

県
土
連
、
県
新
城
設
楽
農
水
建
設
課
。
廿

日
、
県
農
水
職
員
研
修
。
二
十
七
日
、
㈱

横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場

パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル

沿
道
清
掃
奉
仕(

地
域
貢
献
活
動)

十
五

名
。
十
月
一
日
、
奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ

ル
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
協
力
。
二

日
、
豊
鉄
バ
ス
四
谷
千
枚
田
線
休
止
に
伴

い
デ
マ
ン
ド
バ
ス
実
証
運
行
。
四
日
、
豊

橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
脱
穀(

東
海
農

政
局
五
名
視
察)

。
後
日
、
農
政
局HP

に

掲
載
さ
れ
る
。
十
日
、
内
閣
府
地
域
活
性

化
伝
道
師
認
定(

継
続)

。
十
二
日
、
オ
オ

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除(

危
険
度
順
最
大
に
し

て
最
恐)

命
が
け
で
男
の
最
高
な
遊
び
を

実
感
し
た
。
十
八
日
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
会(

応
募
者
数
四
百
六
十
一
点)

最

優
秀
賞
五
名
、
優
秀
賞
十
名
、
入
賞
三
十

五
名
。
賞
品
は
順
位
に
応
じ
本
年
度
・
図

書
券
な
ど
を
お
届
け
し
た
。
一
月
か
ら
道

の
駅
「
し
た
ら
」
で
全
点
展
示
。
二
十
五

日
、
三
十
一
日
、「
お
て
つ
た
び
」
中
部
電

力
社
員
研
修(

計
三
十
三
名)

。
二
十
六
日
、

「
㈱
丸
八
製
菓
」
古
米
出
荷
。
二
十
九
日
、

保
存
会
環
境
整
備

草
刈
り
。
十
一
月
十

二
日
、
連
谷
公
民
館
主
催
「
ふ
る
さ
と
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」
与
良
木
～
道
の
駅
「
し
た

ら
」
～
豊
鉄
バ
ス
で
滝
上
バ
ス
停
～
徒
歩

で
ゴ
ミ
収
集
し
な
が
ら
旧
連
谷
小
ま
で
、

午
後
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ
。

十
八
日
・
十
九
日
、
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト(

和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町

色

川
棚
田)

五
名
参
加
。
二
十
三
日
、
新
嘗
祭

(

豊
川
市
砥
鹿
神
社)

。
三
十
日
、
奥
三
河

広
域
連
合

手
提
げ
袋
の
ロ
ゴ
に
千
枚
田

の
写
真
を
提
供
。
十
二
月
十
日
、
収
穫
感

謝
祭
四
年
ぶ
り
に
開
催(

河
西

忍

と
ゆ

か
い
な
仲
間

天
空
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
協

力
に
感
謝)

。
※
十
二
月
末

千
枚
田
カ
レ

ン
ダ
ー

㈱
丸
八
製
菓
作
成
。

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り
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令
和
六
年
能
登
半
島
地
震

穏
や
か
な
元
日
を
迎
え
、
今
年
こ
そ
は

…
と
来
福
を
望
ん
で
い
た
矢
先
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

民
放
各
社
か
ら
は
「
命
を
守
る
た
め
一
刻

も
早
く
逃
げ
て
く
だ
さ
い
！
」
な
ど
と
切

迫
し
た
口
調
で
避
難
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ

れ
た
。

元
日(

月)

の
午
後
四
時
十
分
頃
、
石
川

県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度

七
の
地
震
（
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
）

が
発
生
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

被
災
者
、
被
災
地
の
皆
さ
ま
に
は
健
康

に
充
分
お
気
を
つ
け
、
一
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

頻
発
す
る
異
常
気
象

日
本
で
は
、
近
年
、
各
地
で
台
風
や
大

雨
、
洪
水
、
土
砂
災
害
等
の
被
害
が
多
発
、

ま
た
広
範
囲
で
猛
暑
が
発
生
、
気
温
は

年
々
上
昇
傾
向
で
、
特
に
夏
と
秋
に
か
け

て
異
常
高
温
が
多
く
、
ま
た
冬
の
極
度
な

気
温
低
下
も
あ
る
。
昔
は
稀
だ
っ
た
異
常

気
象
が
四
季
を
問
わ
ず
現
れ
て
い
る
感

が
す
る
。

昨
年
は
こ
の
地
で
も
、
日
照
不
足
、
異

常
高
温
、
線
状
降
水
帯
等
々
、
気
象
変
動

が
激
し
い
年
で
あ
っ
た
。
そ
う
そ
う
、
真

冬
の
十
一
月
に
熱
帯
夜
、
十
二
月
十
日
の

感
謝
祭
に
は
二
十
一
℃
と
異
常
ず
く
め

で
も
あ
っ
た
。
日
本
に
は
世
界
が
羨
む

「
春
夏
秋
冬
」
四
季
の
あ
る
国
と
評
価
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
の
所
、
長
い
夏
と
冬

の
二
季
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
は
、
大
げ

さ
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
感
で
も
あ
る
。

ふ
る
さ
と
年
代
記

話
題
性
の
あ
る
も
の
を
辿
っ
て
み
た

元
禄
十
四
年
、
連
谷
集
落
の
各
村
の
石
高

は
大
代
村
四
十
三
石
、
布
留
宿
村(

大
代

村
枝
村)

二
十
三
石
、
大
林
村
三
十
七
石
、

身
平
橋
村
百
五
石
、
小
野
村
四
十
八
石
、

方
瀬
村
六
十
二
石
、
真
菰
村
二
十
四
石
で

あ
っ
た
。
天
保
七
年
、
春
か
ら
秋
に
か
け

天
候
不
順
で
全
国
的
な
大
飢
饉
と
な
り

山
野
の
雑
草
ま
で
食
べ
尽
く
し
た
と
い

う(

天
保
の
大
飢
饉)

。
嘉
永
三
年
、
海
老

こ
ん
に
ゃ
く
製
造
。
明
治
か
ら
大
正
に
か

け
て
「
海
老
こ
ん
に
ゃ
く
」
の
名
声
を
上

げ
る
。
明
治
三
年
、
大
暴
風
が
年
四
回
も

襲
い
、
凶
作
で
米
騒
動
が
起
き
、
こ
の
地

方
か
ら
も
騒
動
に
参
加
し
た
が
未
遂
に

終
わ
っ
た
。
明
治
五
年
、
四
谷
学
校
が
、

翌
年
に
海
老
学
校
が
開
設
。
明
治
十
一
年
、

郡
区
町
村
編
制
法
公
布
で
設
楽
郡
を
南

北
に
、
区
町
村
の
名
称
区
域
が
決
定
さ
れ

た
。
身
平
橋
・
大
代
・
大
林
・
古
宿
→
四

谷
村
。
方
瀬
・
真
菰
・
小
野
・
須
山
→
連

合
村
。
西
海
老
・
東
海
老
→
海
老
村
。
山

中
・
湯
島
→
中
島
村
。
大
石
・
双
瀬
→
副

川
村
。
明
治
十
三
年
椎
茸
栽
培
が
盛
ん
に

な
る
。
明
治
十
六
年
、
養
蚕
農
家
が
増
加

し
た
。
明
治
十
九
年
、
川
売
に
「
製
氷
場
」

が
で
き
る
。
明
治
二
十
年
、「
三
州
馬
稼
ぎ
」

こ
の
頃
よ
り
大
正
期
に
か
け
て
ピ
ー
ク

だ
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
、
海
老
村
と
な

っ
た
。
明
治
二
十
六
年
、
芸
者
屋
四
軒
、

料
理
屋
七
軒(

芸
者
が
三
十
人
も
居
た
と

も
聞
く)

。
与
良
木
隧
道
開
削
。
明
治
二
十

七
年
、
海
老
町
と
改
称
し
た
。
町
制
施
行

可
否
に
つ
い
て
愛
知
県
か
ら
の
詰
問
に

「
郡
中
北
部
有
力
な
る
商
店
街
」
な
る
理

由
を
以
て
要
望
。
二
月
十
九
日
を
も
っ
て
、

新
城
町
よ
り
遅
れ
る
こ
と
五
年
、
田
口
に

先
立
つ
こ
と
五
年
、
こ
こ
に
海
老
町
が
誕

生
、
海
老
村
は
消
失
し
た
。
鑑
み
れ
ば
、

海
老
の
街
も
伊
那
街
道
物
流
の
拠
点
と

し
て
満
ち
溢
れ
た
繁
栄
が
あ
っ
た
こ
と

が
伺
わ
れ
る
。
明
治
三
十
三
年
、
海
老
池

貝
津
に
仔
馬
市
場
が
開
設
。
年
に
七
十
か

ら
百
十
頭
が
競
ら
れ
た
。
明
治
四
十
五
年

に
出
荷
頭
数
が
減
少
し
廃
止
さ
れ
た
。
大

正
五
年
、
町
内
に
電
灯
が
点
き
始
め
た
。

昭
和
四
年
、
田
口
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
、
海

老
ま
で
が
開
通
、
七
年
に
は
田
口
ま
で
全

線
開
通
と
な
る
。
海
老
劇
場
が
設
立
。
昭

和
十
二
年
、
鞍
掛
山
火
災
、
夜
十
時
鎮
火
。

昭
和
十
六
年
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
。
二
十

年
、
終
結(

戦
死
者
三
百
二
十
万
人)

。
燃

料
不
足
か
ら
木
炭
自
動
車
が
走
る
。
昭
和

二
十
二
年
、
学
制
改
革
に
よ
り
海
老
中
学

校
が
開
校(

連
谷
教
場
は
翌
年
に
は
統

合)

。
昭
和
二
十
四
年
、
田
口
線
滝
上
停
留

所

開
設
。
た
ば
こ
耕
作
組
合
結
成
。
昭
和

二
十
九
、
三
十
年
、
町
村
合
併
に
伴
い
南

進
派
と
北
進
派
に
分
か
れ
「
海
老
の
南
北

戦
争
」
と
ま
で
言
わ
れ
、
凄
ま
じ
い
も
の

で
あ
っ
た
。(

①
海
老
町
・
鳳
来
寺
村

②

海
老
町
・
鳳
来
寺
村
・
段
嶺
村

③
海
老

町
・
鳳
来
寺
村
・
長
篠
村
・
大
野
町
・
七

郷
村
・
山
吉
田
村)

。
昭
和
三
十
一
年
四
月

一
日
、
鳳
来
町
発
足
。
海
老
町
・
山
吉
田

村
は
九
月
三
十
日
に
加
入
。
こ
の
頃
の
海

老
の
街
に
は
パ
チ
ン
コ
屋
三
軒
、
ラ
ジ
オ

屋
三
軒
、
呑
み
屋
九
軒
も
あ
り
、
現
在
の

新
城
街
並
み
よ
り
人
通
り
は
多
か
っ
た
。

海
老
劇
場
は
映
画
館
で
も
あ
っ
た
。
昭
和

三
十
一
年
、
棚
山
キ
ャ
ン
プ
場
開
設
。
昭

和
三
十
四
年
、
伊
勢
湾
台
風
。
昭
和
三
十

八
年
頃
か
ら
車
の
免
許
を
取
る
の
が
流

行
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
、
田
口
線
廃
止

(

与
良
木
経
由
の
バ
ス
運
行
が
定
着)

。
新

城
衛
生
施
設
火
葬
場
の
完
成
に
伴
い
、
土

葬
が
減
少
し
た
。
昭
和
四
十
六
年
、
仏
坂

ト
ン
ネ
ル
開
通
。
昭
和
五
十
四
年
、
稲
目

ト
ン
ネ
ル
一
般
道
路
に
転
用
。
昭
和
五
十

六
年
、
連
谷
会
館
竣
工
。
昭
和
六
十
年
、

連
谷
体
育
館
竣
工
。
平
成
九
年
、
鞍
掛
山

麓
千
枚
田
保
存
会
設
立
。
平
成
十
七
年
、

第
十
一
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ

ト
開
催
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
出
没
拡
大
。
平
成

二
十
七
年
、
連
谷
小
学
校
閉
校(

百
四
十

四
年
の
幕
を
閉
じ
た)

。
平
成
二
十
九
年
、

海
老
バ
イ
パ
ス
開
通
。
令
和
五
年
、
豊
鉄

バ
ス
四
谷
千
枚
田
線
休
止
に
伴
い
デ
マ

ン
ド
バ
ス
実
証
運
行
。

行

令
和
六
年
一
月
十
五
日

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

発

文

責

小

山

舜

二
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